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（寺院紹介はＰ６）善照寺善林山

言
葉
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

人
口
苦
悩
作
べ
く
す
名
れ

注
く
べ
く
清
ぢ

ｉ
ｆ
て
　
や
が
て

九
ん
で
行
く
べ
く
呟
さ
て
い
ン

（
竹

内
収
一
代
）
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秋
の
恒
例
と
な
り
ま
し
た
広
報
部
取

材
旅
行
。
今
回
は
、
後
志
組
で
す
。

運
研
に
全
員
参
加

　
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
空
南
組
と
の

違
い
を
い
ち
ば
ん
感
じ
た
の
が
、
違
研

に
対
す
る
姿
勢
で
し
た
。

　
後
志
組
違
研
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、

ほ
ぼ
全
寺
院
の
住
戦
が
連
研
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
運
営
に
関
わ
り
（
二
十
二
力
寺

中
二
十
一
名
）
、
坊
守
さ
ん
も
お
手
伝

い
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
ど
の
寺

院
か
ら
も
ご
門
徒
が
連
研
に
参
加
さ
れ

て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
（
現
在
第
七

期
の
参
加
寺
院
は
十
六
カ
寺
）

　
空
南
組
の
違
研
は
、
残
念
な
が
ら
少

数
の
連
研
担
当
者
（
講
師
を
入
れ
て
十

一
名
）
の
み
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
ま

た
参
加
寺
院
も
組
内
三
十
二
カ
寺
中
十

五
カ
寺
だ
け
と
い
う
状
態
で
す
。

　
後
志
組
で
は
、
連
研
に
住
職
・
坊
守

全
員
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

組
内
の
雰
囲
気
が
変
わ
り
、
教
化
活
動

に
対
す
る
意
識
・
姿
勢
が
自
然
と
真
面

目
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
門
徒
側
も
連
研
を
う
け
る
の

が
門
徒
と
し
て
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に

な
り
つ
つ
あ
り
、
受
講
者
は
だ
ん
だ
ん

増
え
て
い
ま
す
。

・鹿谷さん明善寺

　
あ
る
寺
院
で
は
連
研
受
講
者
募
集
の

際
、
「
住
職
と
坊
守
が
手
分
け
し
て
門

徒
五
軒
ず
っ
も
ま
わ
っ
た
ら
、
き
っ
と

四
名
住
出
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
」
と
二

人
で
お
願
い
に
歩
い
た
と
こ
ろ
、
全
員

が
Ｏ
Ｋ
し
て
参
加
者
が
十
名
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
受
講
者
の
多
く
は
、
そ
の
後
中
央
教

修
を
受
け
、
門
徒
推
進
員
と
な
っ
て
各

寺
院
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
な
に
し
ろ
京
都
へ
行
か
な
い
と
・

・
・
」
中
央
教
修
へ
行
っ
た
人
と
行
か

な
い
人
の
差
が
と
て
も
大
き
い
の
で
、

で
き
る
だ
け
行
く
よ
う
に
働
き
か
け
て

い
ま
す
。

　
寺
の
役
員
（
総
代
・
仏
性
・
仏
婦
）

の
ほ
と
ん
ど
が
門
徒
推
進
員
と
い
う
寺

院
も
あ
り
ま
す
。

　
　
「
連
研
に
よ
っ
て
、
門
徒
と
住
職
・

坊
守
の
結
び
つ
き
を
深
め
、
よ
り
よ
い

人
間
関
係
を
形
づ
く
る
こ
と
が
な
に
よ

り
も
大
切
」
と
の
思
い
か
ら
、
研
修
会

の
話
し
合
い
の
場
で
は
、
住
職
・
坊
守

も
車
座
の
中
に
入
っ
て
受
講
者
の
発
言

に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

最
初
の
う
ち
は
話
し
づ
ら
そ
う
に
し
て

い
て
も
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
本
音
が
で

て
く
る
そ
う
で
す
。

　
山
麓
ブ
ロ
ご
ソ
で
は
、
会
所
に
な
る

寺
院
の
坊
守
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
得
意
の

お
菓
子
や
料
理
を
作
っ
て
、
参
加
者
み

ん
な
に
御
馳
走
し
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
は
、
離
郷

門
徒
（
札
幌
地
区
）
の
た
め
の
達
研
を

開
催
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
他
に
山
麓
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
青
年
達

研
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
参
加

者
は
十
六
名
で
、
時
々
突
拍
子
も
な
い

質
問
が
飛
び
出
し
、
驚
か
さ
れ
る
の
と

同
時
に
僧
侶
側
に
と
っ
て
勉
強
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
連
研
が
紀
ぐ
る
み
・
寺

族
ぐ
る
み
で
開
催
さ
れ
て
い
る
後
吉
紀

の
あ
り
方
は
、
我
が
組
も
見
習
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

恩
講
は

住
職
の
通
信
簿

照覚寺・佐々木さん　東林寺・山陰さん

Ｑ
報
恩
講
の
お
参
り
は
ど
う
で
す
か
。

東
林
寺
　
中
日
の
大
逮
夜
と
初
夜
は
二

　
百
人
く
ら
い
。
他
は
少
し
減
り
ま
す
。

照
覚
寺
　
毎
座
八
十
人
か
ら
九
十
人
。
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い
ち
ば
ん
多
か
っ
た
時
に
は
百
二
十

　
人
く
ら
い
で
余
聞
ま
で
び
っ
し
り
で

　
し
た
。

Ｑ
特
別
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
。

東
　
係
を
沢
山
作
っ
て
、
参
加
し
た
人

　
が
必
ず
「
私
は
何
か
し
た
」
と
い
え

　
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

　
は
、
食
堂
・
喫
茶
店
・
バ
ザ
ー
・
書

　
進
展
・
写
真
展
・
口
授
絵
画
展
・
菊

　
花
展
・
お
た
の
し
み
タ
イ
ム
（
く
じ

　
引
き
）
な
ど
を
聞
催
し
ま
す
。

明
善
寺
　
口
授
生
自
作
自
演
の
紙
芝
居

　
　
二
人
一
枚
ず
つ
）
が
上
演
さ
れ
ま

　
す
。
題
材
は
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
な

　
ど
を
参
考
に
し
ま
す
。
口
授
生
は
、

　
他
に
各
法
座
の
案
内
状
も
作
っ
て
い

　
ま
す
。

Ｑ
そ
の
他
に
何
か
。

東
　
案
内
状
は
Ｂ
５
番
８
頁
で
、
前
年

　
度
の
よ
う
す
を
写
真
で
伝
え
ま
す
。

照
　
「
報
恩
講
は
、
住
職
の
通
信
簿
」

　
と
思
い
、
ご
門
徒
に
も
そ
う
訴
え
て

　
い
ま
す
。
現
在
は
、
５
段
階
評
価
で

　
４
く
ら
い
か
な
（
笑
）
。

一
　
　
（
見
処
‘
味
処
）

t
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

十
月
七
日
午
後
一
時
十
一
分
、
誓
報

寺
を
出
発
。
干
歳
か
ら
美
笛
峠
を
越
え

て
一
路
後
志
へ
。
紅
葉
は
ま
だ
五
分
く

ら
い
。
途
中
、
大
滝
村
フ
ォ
レ
ス
ト
２

７
６
の
豪
華
大
理
石
ト
イ
レ
で
一
服
。

　
午
後
四
時
十
五
分
、
共
和
町
明
善
寺

　
（
鹿
谷
法
純
氏
）
に
到
着
。
紫
陽
花
寺

と
し
て
有
名
。
そ
れ
ぞ
れ
に
紫
陽
花
の

鉢
を
い
た
だ
く
。

　
午
後
六
時
、
岩
内
町
に
到
着
。
惜
し

く
も
日
没
に
間
に
合
わ
ず
。
（
夕
日
と

そ
の
後
に
浮
か
び
上
が
る
漁
火
が
大
変

美
し
い
そ
う
で
す
）

　
光
照
寺
住
職
（
松
本
道
也
氏
）
の
ご

案
内
を
頂
き
滞
在
中
の
Ｋ
布
教
徒
と
と

も
に
岩
内
の
街
へ
。
鮮
魚
料
理
「
こ
ぶ

し
」
に
て
夕
食
を
い
た
だ
く
。
ソ
イ
の

み
そ
汁
が
美
味
。
そ
の
後
、
街
道
。
光

照
寺
住
職
と
Ｋ
布
教
使
の
元
気
さ
に
は
、

か
な
わ
な
い
。
宿
泊
。
小
眠
。

　
十
月
八
日
午
前
九
時
、
改
め
て
光
照

寺
を
訪
問
。
見
学
。
広
い
。
巨
大
な
輪

灯
に
驚
き
の
声
。
向
拝
か
ら
正
面
に
泊

原
発
を
望
む
。

　
午
前
十
時
、
光
照
寺
か
ら
す
ぐ
近
く

の
帰
厚
院
（
梅
庭
昭
寛
住
職
・
「
仏
心

仏
語
」
の
著
者
）
へ
。
大
仏
拝
観
。
偶

然
、
光
明
寺
の
坊
守
様
（
岩
見
沢
の
団

体
）
と
い
っ
し
ょ
に
な
る
。

　
午
前
十
時
半
、
泊
村
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
「
と
ま
り
ん
館
」
へ
。
立
派
。

案
内
孫
の
お
ね
え
さ
ん
が
き
れ
い
。
発

電
所
の
模
型
の
中
を
人
の
映
像
が
勤
い

て
説
明
す
る
マ
ジ
。
ク
ビ
ジ
ョ
ン
は
す

ご
い
。
こ
の
中
で
は
ど
の
人
も
否
応
無

く
、
原
子
力
発
電
所
の
必
要
性
に
う
な

ず
か
さ
れ
て
し
ま
う
。
温
水
プ
ー
ル
有

り
。
再
び
岩
見
沢
の
団
体
に
遇
う
。

　
午
前
十
一
時
半
、
倶
知
安
町
東
林
寺

　
（
山
陰
照
雄
氏
）
へ
。
再
び
Ｋ
布
教
使

に
遇
う
。
葬
儀
（
一
般
門
徒
の
葬
儀
も

寺
族
と
同
じ
よ
う
に
内
陣
を
荘
厳
し
て

勤
め
る
そ
う
で
す
）
　
・
常
刑
法
座
の
合

間
に
新
住
職
よ
り
お
話
を
う
か
が
う
。

　
昼
食
（
天
ぷ
ら
ウ
ド
ン
）
、
御
馳
走

さ
ま
で
し
た
。

　
午
後
一
時
四
十
分
、
ニ
セ
コ
町
へ
。

照
覚
寺
（
佐
々
本
校
丸
氏
）
が
わ
か
ら

ず
、
道
を
歩
い
て
い
た
生
徒
に
尋
ね
る

と
、
「
校
丸
ん
家
だ
な
」
と
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
る
。
山
門
前
で
記
念
撮
影
。

昆
布
町
ふ
る
や
の
銘
菓
「
渓
流
焼
」
を

い
た
だ
く
。
「
こ
れ
お
み
や
げ
に
い
い

ね
」
と
話
し
て
い
た
ら
、
坊
守
様
が
わ

ざ
わ
ざ
四
人
分
買
っ
て
き
て
下
さ
る
。

　
午
後
四
時
、
す
べ
て
の
予
定
を
終
え

て
帰
途
に
就
く
。
途
中
、
美
笛
峠
の
み

ワ
イ
パ
ー
全
開
の
雨
。
お
か
け
で
眠
気

が
覚
め
る
。

　
午
後
七
時
、
誓
報
寺
に
無
事
到
着
。

　
（
走
行
距
離
３
４
０
手
口
）

　
出
発
前
、
「
後
志
組
に
追
い
つ
け
追

い
越
せ
」
と
口
で
は
言
い
な
が
ら
、
内

心
は
空
南
組
も
同
じ
ラ
イ
ン
に
立
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
現
地
へ
行
き
お

話
を
う
か
が
う
と
、
同
じ
ラ
イ
ン
に
立

つ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て

い
ま
し
た
。

御
住
職
方
の
お
話
を
参
考
に
、
少
し
で

も
後
志
組
に
近
づ
く
よ
う
に
と
、
取
材

班
旧
名
固
く
誓
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　
後
志
組
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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□□ＹＢＡキャンプロロ分

６月2‾D28日　昨年に引き続き、穂別牛ァンプ場・穂別町

真先寺（久保田端真住職）を会所に、40名余りが参加。昨

年のテーマ『白然にふれよう』をつけ、『地球も口平服して

います一地球を壊すのは誰？守るのは譜？』のテーマのも

と、実体験と法話を通してその意義を学んだ。研修そっち

のけでハメをはずしていたのも今後の反省です。

□□空知南組総代会□□J］

6月30日　奈井江町西本寺を会場に組総代研修会が開催さ

れました。参加者は過去最高の65名。講師は小

□ロリフトボール大会□□⇒

了月８日　貴僧協ソフトボール大会ｉｎ三笠の１コマ。

　（紅一点、杉原唯子さんの雄姿）

□□日校一泊研修会□□l･

了月11 ・ 12日　砂川少年自然の家にて、約90名参加のもと

開催されました。３年続けての当地ということもあり､、内

容・進行面での心配はながったものの、生活面では反省す

ることもちうり。この反省を踏まえて、今後も内容充実し

た研修を開催します。

□□ＹＢＡ　丁研修会□□芯

８月22日　札幌別院一階ホールにおいて、ＳＴＶアナウン

サー今中麻責さん、北海潜在性留学生３名を講師に「愛と

文化」を語るフォーラムプ宍空知南組仏貴部主催で開催さ

ｎた。50令名の若男女プムユーモアー杯・興味ある話に耳

をかたおけていた。フリートークの時間も設けたﾌﾟﾌ、これ

はいささか進行が難しかった。その後の懇親会ではぎっく

ばうんにそ几ぞれが友好を深めていた。参加者の反応はど

うでありましたが？

第13号　1992年12月１日
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テ
ー
プ
に
印
刷
　
す
ぐ
貼
れ
る

　
「
テ
プ
ラ
」
を
ご
存
知
で
す
か

　
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
で
お
な
じ
み
の
名
札

テ
ー
プ
作
成
機
が
今
人
気
急
上
昇
で
す
。

色
の
付
い
た
テ
ー
プ
に
い
ろ
い
ろ
な
文

字
を
印
刷
し
て
、
裏
紙
を
は
が
す
と
ど

こ
に
で
も
貼
る
こ
と
が
出
来
て
、
用
途

は
多
彩
で
す
。

　
書
類
棚
の
分
類
、
フ
ァ
イ
ル
の
背
表

紙
、
所
持
品
へ
の
名
前
、
ワ
ー
プ
ロ
フ

ロ
ッ
ピ
ー
の
ラ
ベ
ル
な
ど
、
工
夫
次
第

で
と
て
も
便
利
で
す
。

　
文
字
の
人
力
も
本
体
の
キ
ー
ボ
ー
ド

　
（
五
十
音
・
数
字
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
。

ト
）
を
押
す
だ
け
、
面
倒
な
操
作
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
次
の
二
種
類
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

☆
「
キ
ー
ボ
ー
ド
テ
プ
ラ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
キ
ン
グ
ジ
ム

　
　
本
　
体
　
　
　
二
万
二
千
八
百
円

　
　
テ
ー
プ
　
　
　
　
　
　
千
四
百
円

☆
「
ネ
ー
ム
ラ
ン
ド
」

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
オ
計
算
機
㈱

本
　
体
　
　
　
二
万
四
千
八
百
円

テ
ー
プ
　
　
　
　
　
　
千
八
百
円

⇒
Ｊ
－
Ｓ
配
列
の
キ
ー
ボ
ー
ド
で
、

ロ
ー
マ
字
・
か
な
の
ど
ち
ら
の
入
力
方

法
に
も
対
応
。
オ
フ
ィ
ス
ユ
ー
ス
の
上

級
一
機
種
と
し
て
高
度
な
機
能
を
満
載
。



第12号　1992年６月１日空知南組　組報６

★
美
唄
正
教
寺
で
は
九
月
十
六

日
三
男
誕
生
。
慶
栽
（
け
い

や
）
ち
ゃ
ん
と
命
名
。

★
砂
川
西
願
寺
で
、
九
月
十
四

日
開
基
百
年
、
本
堂
屋
根
修
復

慶
讃
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
本
堂
の
た
た
ず
ま
い
が
歴

史
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

★
後
裔
別
真
法
寺
で
、
十
月
二

日
間
数
百
年
慶
讃
法
要
が
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。
雅
楽
が
奏
で
ら

れ
椎
児
行
列
が
で
る
な
ど
、
盛

大
に
勤
ま
り
ま
し
た
。

★
茶
志
内
法
王
寺
の
長
男
松
山

教
宗
様
が
、
十
月
十
六
日
得
度

さ
れ
ま
し
た
。
組
に
と
っ
て
頼

も
し
い
大
型
新
人
デ
ス
。
ヨ
ロ
シ
ク
ー

★
四
月
末
よ
り
新
築
中
の
三
川
鶴
林
寺

の
庫
裏
が
、
九
月
未
完
成
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
遊

び
に
き
て
ね
と
若
さ
ん
が
申
し
て
お
り

ま
し
た
。

★
十
月
十
七
日
午
後
七
時
よ
り
長
沼
誓

報
寺
本
堂
に
於
い
て
薩
摩
琵
琶
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
堂
一
杯
の
観

客
は
幻
想
的
な
音
色
に
酔
い
し
れ
て
い

ま
し
た
。
寺
は
文
化
の
発
祥
地
。
今
後

も
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
提
供
し
た
い
そ

う
で
す
。

■
寺
院
紹
介
■

善
林
山
善
照
寺
（
三
五
市
菅
野
）

●
明
治
2
8
年
間
数
着
手

●
明
治
3
8
年
富
山
県
射
水
郡
、
禅
照
寺

　
よ
り
渡
道
せ
る
林
寺
雪
印
常
駐
し
布

　
数
に
専
念
。

●
明
治
4
4
年
善
照
寺
と
寺
号
公
称
認
可

　
さ
れ
林
寺
官
邸
開
基
住
職
と
な
る
。

●
明
治
4
5
年
本
堂
・
庫
裏
落
成

●
大
正
５
年
本
堂
・
庫
裏
全
焼

●
昭
和
初
年
本
堂
・
庫
裏
再
建

●
昭
和
５
年
本
堂
・
庫
裏
全
焼

●
昭
和
６
年
林
寺
正
道
二
世
住
職
継
職

●
昭
和
4
2
年
林
寺
正
則
三
世
住
職
　
継

　
職
●
昭
和
4
4
年
庫
裏
再
建

轡
昭
和
4
3
年
本
堂
再
建

●
昭
和
6
3
年
本
堂
増
築

レ
取
材
メ
モ
く

御
存
じ
の
と
お
り
ご
住
職
は
布
教
使
と

し
て
全
道
の
寺
院
を
巡
回
。
教
化
を
蒙

る
末
流
処
々
に
遍
布
し
て
、
幾
万
と
い

う
こ
と
を
知
ら
ず
。
そ
の
ご
活
躍
は
寺

院
の
み
な
ら
ず
、
学
校
、
農
協
等
広
く

地
域
社
会
に
及
ぶ
と
い
へ
ど
も
羅
徘
に

逡
あ
ら
ず
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
を
賂

す
る
と
こ
ろ
な
り
。

亘
一
』
太
の
フ
レ
ゼ
ン
ト

－
表
紙
の
こ
と
は
よ
り
ー

生
き
る
こ
と
の
意
味
も
死
ぬ
こ
と
の
意

味
も
、
問
わ
な
い
で
生
き
る
の
な
ら
、

そ
れ
は
空
し
す
ぎ
ま
す
。
私
達
の
生
き

て
い
る
「
い
の
ち
」
は
、
う
し
ろ
か
ら

死
に
追
い
か
け
ら
れ
な
が
ら
生
き
て
い

ま
す
が
、
そ
の
死
が
「
い
の
ち
」
の
表

側
に
い
つ
ま
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
「
死
ん
だ
ら
し
ま
い
」

と
考
え
る
人
間
は
、
そ
の
死
に
負
け
ま

い
と
日
夜
努
力
し
て
い
る
の
が
、
老
と

病
を
遠
ざ
け
る
営
み
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
避
け
ら

れ
な
い
死
の
訪
れ
は
、
結
局
、
人
生
を

空
し
く
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

お
釈
迦
さ
ま
が
出
家
を
決
意
な
さ
っ
た

の
は
、
生
死
を
出
離
す
る
、
生
死
問
題

と
い
う
根
本
問
題
を
解
決
す
る
た
め
で

あ
り
ま
し
た
。
人
間
は
死
ぬ
か
ら
こ
そ
、

本
当
に
生
き
る
達
を
間
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
仏
教
の
出
発
点
は
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。
ａ

　
　
’

＠
　
　
Ｏ

Ｏ

○

Ｓ
ｍ
ｍ
ｌ
朧
朧
順
順
瞑
‘

－

謳
’
…
。
。
。
一
。
。
〃
。
。
。
朧

孤
　
　
　
一
一
’
ｍ
　
腿
一
－
・
皿
。

　
１
扇
頭
朧
朧
朧
瑕

　
。
嬰
朧
朧
朧
朧
頴
田
冒

◇
今
回
は
、
教
区
内
に
お
い
て
、
か
の

有
名
な
後
志
組
へ
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

見
習
う
と
こ
ろ
を
少
し
で
も
吸
収
す
べ

く

、
意
気
込
ん
で
出
発
し
た
も
の
の
、

前
述
の
記
事
を
読
ん
で
お
わ
か
り
の
通

り
、
「
と
て
も
で
な
い
が
、
ま
ね
で
き

ぬ

・
・
・

。
」
た
だ
た
だ
溜
め
息
の
出

る
取
材
旅
行
で
し
た
。

◇
羊
蹄
山
の
よ
う
に
、
ど
っ
し
り
と
足

を
大
地
に
つ
け
、
御
法
義
繁
盛
の
た
め

に
、
先
ず
、
自
分
の
足
元
を
か
た
め
な

け
れ
ば

・
・
・

、
と
思
う
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。

◇
末
寺

・

組
内
に
お
け
る
教
化
も
「
共

に
法
を
聞
き
、
共
に
法
を
語
ろ
う
」
と

い
う
テ

ー

マ
を
今
一
度
顧
み
て
、
前
進

し
た
い
も
の
で
す
ね
。
（
Ｓ
ふ
古

・
ゆ
一
一
９
＠
一
一
●
ゆ
・
―
一
一
φ
一
一
一
孝
一
＠
一
一
●
一
Ｉ
・
一
孝
一
孝
ゆ
一
一
一
９
１
孝
一
ｌ
ｌ
一
一
一
一
一
一
一
一
々
９
・
―
一
・
り
・
一
一
一

　
フ
几
九
二
年
十
二
月
一
日
号

○
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部
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発
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長
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所
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